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２学期がスタートして約１ヶ月が経ちました。今年度は５月にすでに体育

祭が終了しているため、例年に比べて落ち着いた中での２学期スタートになっ

たように思います。 

１日（金）に行われた始業式では各学年の代表生徒と生徒会の代表生徒が

夏休みの反省と２学期の抱負を述べ、校長先生から２学期が始まるにあたって

の言葉がありました。 

早速実力テストがあったり、文化祭（合唱コンクール）や地区新人総体な

ど行事が多い２学期ではありますが、それぞれに精いっぱい取り組み、乗り越

えていくことで大きな成長が期待できる２学期。全校生徒948人にとって実り

多き２学期となることを願っています。 

これまで生徒会の中心となって尽力してくれた３年生からいよいよ２，１年生へバトンタッチされる

ときが近づいてきました。 

９／28（木）の６校時に生徒会立会演説会があり、その後投票が行われ、その結果、10／６（金）の

給食時間に選挙管理委員長から２年８組 橋口ゆいさんが第38代生徒会長として選ばれたことが発表さ

れました。今後、この結果をもとに、第38代鹿屋東中学校生徒会が結成されていくことになります。 

今回の選挙には１年生３人、２年生２人の計５人が立候補し、９月初めから始まった選挙活動や立会

演説会当日でそれぞれの東中に対する想いやこれからの東中について演説や行動で表現してくれまし

た。そして、その想いを受け止めた全校生徒の責任ある一票一票がこれからの東中を創っていくのだと

思います。これまでの先輩方の想いを引き継ぎ、その土台の上に自分たちの想いを乗せて、東中が全校

生徒の力でこれまで以上に成長していく未来が今から楽しみです。 
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２学期のスタート 

いよいよバトンタッチのとき ～生徒会立会演説会・投票～ 

保護者の皆様の御協力ありがとうございました 

７／３０（日）に２年生ＰＴＡ事業部の皆様を中

心にＰＴＡリサイクル活動を行いました。 

当日はあいにくの天候の中でしたが、古紙や空き

缶、ペットボトルなどを持ってきていただき、けが

や事故等なく、無事に終えることができました。 

収益は先日報告の通り、10,144円ということで

今後のＰＴＡ活動で有効に使わせていただきます。 

 

８／２０（日）に３年生生徒・保護者による親

子奉仕作業が行われました。 

学校敷地内と５月の体育祭で駐車場として貸し

ていただいたスペースの除草作業を中心に作業し

ていただきました。早朝の作業ではありました

が、貸していただいた恩返しとともにスッキリと

した環境で２学期を迎えることができました。 

 

鹿屋体育大学スポーツボランティア 吹奏楽部 定期演奏会 

９／２３（祝）の秋分の日に、本校吹奏楽部の第

26回定期演奏会が市文化会館で行われました。 

昨年度までは入場制限を設けての開催でしたが、

今年度は入場制限なしでの開催ということもあり、

多くの観客の前での演奏になりました。３年生部員

にとっての最後の舞台が晴れやかな素晴らしいステ

ージとなりました。 

 

９月の３日間、水泳部に鹿屋体育大学からスポー

ツボランティアとして３人の学生コーチに来校いた

だきました。 

10月初めに大会を控えた部員への実技指導とい

うことで来てもらいました。大学で専門的に学んで

いる知識や技能に直接触れることができる刺激ある

時間になったと思います。 

今回を１つのチャンスとして捉え、競技はもとよ

り自分自身の将来について考える機会になってもら

えたらと思います。 

 



 

 

９／１５（金）の５，６校時に３年生全生徒を対象

に、（公財）日本公衆電話会の上村孝美先生を講師に

お招きし、情報モラル教育講演会を行いました。「イ

ンターネットに潜む危険性」というテーマで，被害に

遭わないために，そして加害者にならないために，た

くさんの事例や動画を見ながら学びました。 

今やあることが当たり前で、私たちの生活を便利に

してくれるインターネット。当たり前だからこそ、便

利だからこそ、常にその使い方について点検し、学び

続けることが必要となるでしょう。 

３日（火）、４日（水） 

１、２年 中間テスト 

 ４日（水） 第２回学校運営協議会 

       学校再編基本方針に伴う意見交換会 

５日（木） がん教育（２年⑤⑥） 

      第２回ＰＴＡ常任委員会 

６日（金） 第２回英語検定（１次） 

９日（祝） スポーツの日 

１１日（水） キャプテン会議、部活動休養日 

１３日（金） 第１回漢字検定 

１４日（土） 土曜授業 

       フリー参観、ＰＴＡ教育講演会 

１６日（月） 職員会議 

１８日（水）、１９日（木） 

       地区新人総体（１、２年） 

       第２回共通実力テスト（３年） 

       卒業アルバム用個人写真撮影（３年） 

１９日（木） 芸術鑑賞教室（３年⑤⑥） 

２３日（月） 文化祭取組、職員研修 

卒業アルバム用個人写真撮影（３年） 

２４日（火） 地区新人総体（予備日） 

       職員研修 

２５日（水） 文化祭取組 

卒業アルバム用個人写真撮影（３年） 

２６日（木） 文化祭取組（リハーサル３年⑤） 

２７日（金） 文化祭取組（リハーサル２年⑤、１年⑥） 

卒業アルバム用個人写真撮影（３年） 

３０日（月） 文化祭取組 

卒業アルバム用個人写真撮影（３年） 

３１日（火） 文化祭取組 

卒業アルバム用個人写真撮影（３年） 

○数字は校時 

１０月の行事予定 

野球部 

全日本少年春季選抜野球大会肝属地区予選 第３位 

サッカー部 

鹿屋東中旗サッカー大会 準優勝 

男子ソフトテニス部 

県学年別ソフトテニス姶良大会 準優勝 

 坂元雄生①、山口公輝①、勝田理斗① 

増谷和真①、竹ノ内飛翔①、水迫蒼偉① 

水町亮太①、清水凜弥① 

地区中学校新人ソフトテニス大会 第３位 

 柿迫颯斗②、別府良祐② 組 

女子ソフトテニス部 

 県学年別ソフトテニス姶良大会 第３位 

稲村水玖②、中村來夢②、池之平桃華② 

永田さち②、長友姫亜②、牧迫愛優② 

大窪澪②、石野愛子② 

県連盟会長杯ソフトテニス選手権大会 準優勝 

 稲村水玖②、永田さち② 組 

水泳部 

 県中学校秋季学年別水泳競技大会 

男子50m平泳ぎ 第1位 原琉翔③ 

男子100m平泳ぎ 第3位 原琉翔③ 

男子50mバタフライ第1位 宮下七海① 

男子100mバタフライ第2位 宮下七海① 

男子200m個人メドレー第2位 宮下七海① 

女子バレーボール部 

 鹿屋女子校杯 準優勝 

陸上部 

 県中学陸上競技大会 

  女子共通100ｍＨ 第３位 土屋里穂② 

女子1年砲丸投 第３位 小倉望叶① 

美術部 

 「いきいき歯っぴいメモリアル」図画・ポスター展 

鹿屋市教育長賞 結城亜衣梨② 

入選 吉永実冬②、中松真桜② 

佐藤光②、伊井奏人② 

おめでとうございます 

美術科 県図画作品展市審査 特選 

新倉瑠杏③、福満綾乃③、秋山優里③ 

梶原こうめ③、森廻瑠③、平野由梨愛③ 

屠可馨②、本白水優奈②、小倉望叶① 

岩田華歩①、内村栞①、鑪碧蓮① 

※入選者多数のため、表彰をもって替えます。 

パソコン部 

 パソコン検定 準２級 外園悠真③ 

３級 内村康人③ 

国語科 

 南日本七夕書道展 半紙の部 銅賞 

堀琴奈①、藤田七海②、秋山優里③ 

町田優希③ 

南日本七夕書道展 条幅の部 銅賞 

翁長璃子①、藤田七海② 

 市児童生徒作文審査会 特選 

中島早紀③（地区特選）、山下璃真③（地区入選） 

迫田優羽①（地区入選）、山﨑らな③、 

※入選者多数のため、表彰をもって替えます。

南日本硬筆展 南日本書道会賞 肱岡沙和① 

  推薦 原田茉凜③、持田波音② 

若松知花①、宮原玲南① 

  金賞 野村苺花②、堀琴奈①、永山心結① 

※銀賞・銅賞多数のため、表彰をもって替えます。 

繋いだタスキ、指宿路へ 

９／２７（水）に串良平和公園陸上競技場周辺コ

ースで開催された地区中学校駅伝競走大会が開催さ

れました。本校からは陸上部員を中心に、７月には

陸上部以外にもメンバー募集を行い、男女それぞれ

２チームが出場しました。その結果、男女Ａチーム

がそれぞれ第２位となり、11月に指宿市で開催され

る県中学駅伝への出場権を獲得しました。東中の代

表として、指宿路でも練習の成果を発揮してくれる

ことを期待しています。 

男子Ａチーム 

１区 神田裕翔③ （区間５位） 

２区 黒木悠義② （区間２位） 

３区 東俊之介② （区間２位） 

４区 星野智紀② （区間２位） 

５区 久木田正蔵② （区間３位） 

６区 田中琉心③ （区間１位） 

女子Ａチーム 

１区 川畑凛③ （区間４位） 

２区 久木田真里③ （区間１位） 

３区 春野ひなた③ （区間３位） 

４区 清水優梨奈① （区間３位） 

５区 永野美楓③ （区間２位） 

 

 

インターネットの安全な使い方 


